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新型コロナウイルス感染症が流行りはじめて、早 1 年以上が過ぎ、第四波の脅威と共に生活しております

が、皆様いかがお過ごしでしょうか。 

当苑においても国及び県の宣言等により、保護者との外出や帰省・面会、行事の縮小や中止を余儀なくされ

ている、まさにコロナ中心の生活を子ども達に強いてしまっている状況が続いています。そんな中でも子ども

達が健康に元気に生活してくれている事が励みになりますし、子ども達に寄り添い、守っているスタッフに

日々感謝しています。 

東京オリンピックの開催にはじまり、政府によるコロナ対策、変異株の流

行、経済対策、ワクチンの供給、様々な状況に意見がぶつかり合い、皆が一

つにまとまらない…。どの視点も大事なことは誰もが分かり、主張は最も。

新型コロナウイルス感染症がもたらした脅威は、実はこうしたことなのでは

ないかと一年経って思うようになりました。当苑の中でも、会議の回数を減

らしたり、リモートに変更し、研修の機会を施設内外問わず減らしたり中止

し、職員の歓送迎会や旅行もなくしました。命が最優先。誰もが分かったう

えで、今は…ワクチンが行き届くまでは…と必死に笑顔で暮らしていると思

います。自分たちだけがそんな思いをしているわけではありません。誰もが

その状態なのですから。 

ただ、見えない代償を払い続けていること、そのことも意識しておか

ねばならないと思っております。子ども達にマスク越しでしか笑顔が伝

えられていないこと。様々な体験をする機会を減らしていること。大人

同士がコミュニケーション不足で実は孤独だったり、疑心暗鬼だった

り、想いがバラバラにさせられていること。一つの集団や家庭でこのよ

うなことが起きているのですから、国を一つにまとめることは容易では

ないのでしょう。 

主張していかねばならないことはしていきますが、私たちが今、出来ることに集中すること。また平時の生

活に戻った時に、何をして回復を図ろうか、どこに向かうか。夢を描いて今を耐え忍ぶ。協力出来ることはし

ていく。自分のことも伝え、相手のことも分かり合う。生きていくことは大変の連続です。一緒に頑張りまし

ょう！ 

 

 

幼児さんたちが、畑作業を体験しま

した。自分の順番をわくわくしなが

ら待ち、楽しそうに土を触ったり苗

を植えたりしていました。 



 

 

 

 

 今年度の合掌苑は、5 つのグループに分かれました。本体施設の方で「Ａ担当」、「Ｂ担当」の 2 グループ。

施設内小規模で「かやのみ館」、「福祉館」の 2 グループ、地域内に分園型小規模として「明日葉」の 1 グルー

プです。それぞれ子ども達、職員がどう生活しているのか、聞いてみました！ 

 

今年度の A 担当は 3 歳～小 3。男子 6 名のグループで

す。入園、入学を迎えた子、新人職員さん 3 名を迎えて新

たな出会いに緊張や不安、ドキドキした色々な感情を経験し

ています。そんな中ですが、生活面では外で身近な動植物に

慣れ親しんだり、活発に自転車に乗り笑顔で元気に遊んでい

ます。また、異年齢でふれあい楽しむ姿も多く見られるなど微

笑ましい一面もあれば、時には兄弟喧嘩のようになってしま

うこともあります。色々な経験を通して、優しい心、強い心、協力する心、努力する

心が育ってくれるといいなあと思います。 

 

今年度の B 担当は小 2～中 3 で男子 9 名、女子 4 名の 13 名でスタートしまし

た。元気いっぱい個性爆発、とっても賑やかなグループです。4 月当初、子ども達

の中には担当替えで喜んだ子もいれば、自分の希望が通らず泣いてしまう子と様々

で、「どうなることやら…」と少々不安でしたが、子ども達なりに受け入れて楽しん

で生活を送っています。子ども達に大きな感謝です。前年度からのコロナ禍で、「今

年度はお出かけできるかなー」「旅行も行きたいなー」「今ま

での行事もまたやりたいなー」と話していますが、難しそう

ですね…。それでも、子ども達と楽しみな事を見つけてたく

さん思い出を作っていきたいと思います。職員はあれやこれ

やと名前を呼ばれ毎日ヘトヘトですが、可愛い子ども達の為に愛情いっぱいに一丸となっ

て支援していきます！ 

 

 

今年度のかやのみ館は女の子 6 名で幼児～高 3 の縦割りです。幼児さんも一緒

に生活していますが、大きい子たちは下の子の面倒もよく見てくれています。それ

ぞれの時間も大切にすることができ落ち着いたスタートができました。今年度は退

苑を控えて進路決定をしていく子が 3 名、高校受験生が 1 名います。勉強が集中し

てできる環境作りや自立に向けての話をするなど、できることは自分でやっていけ

るように支援していきたいと思っています。生活する中でもリフレッシュできるよ

うに茶話会（子ども達との話し合いやお楽しみ会）

ではそれぞれがやりたいことを職員と相談してや

っていけたらと考えています。 

 

 



今年度の福祉館は、小、中、高 2 名ずつ 6 名の子どもたちでスタートしました。

今年度は子どもも職員も『新しい』ことがたくさんな 1 年になりそうです。小規模

棟で『新しく』生活を始めドキドキしている子、『新しい』自分を目指し高校受

験に励む子、『新たな』将来を描き未来に向けた一歩を踏

み出す子、新しいことは眩しく期待に胸が躍りますが、一

歩踏み出すには勇気が必要です。元気いっぱい過ごす子

ども達が、転んで躓き助けを求めた時に、職員も子ども同

士も手を差し伸べ、一人一人の目指す『新しい』を精一杯

応援していきたいと思います。福祉館で良かったと思え

る1年を目指します！ 

 

 

分園型小規模グループ“明日葉”も二年目となり

ました。現在、子ども6名、職員4名体制での生活

です。より家庭に近い環境で安心安全な生活を送る

ことが目標です。 

明日葉の日常風景は、子どもたちが学校から帰ってしばらくすると玄関のチャ

イムが「ピンポーン」と鳴り、地域のお友だちから「遊ぼう！」と元気な声が家

中に響きます。私たち大人は、子どもたちが“なわとび”や“鬼ごっこ”と元気

に遊ぶ様子を、地域の方と一緒にお喋りをしながら見守ります。一つの家庭とし

て見ていただけていることが大変嬉しく、そんな何気ない“当たり前”の生活が

続いていることが大変有難いことだと日々実感しています。子どもたちの成長を

一緒に見守ってくださる地域の方とのご縁にも感謝しています。コロナ禍ではありますが、子どもたちと一緒に“小

さな楽しみ”や“小さな幸せ”を見つけながら、楽しく元気に過ごしていきたいと思っています。 
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★1日の流れ★ 

9：00  登園（自由遊び） 

9：20  片付け ～トイレタイム～ 

9：30  保育開始（あさの会） 

     お帳面シール貼り、朝の挨拶、体操、お休みの確認 

9：45  事務室にお休みのお伝え 

10：00  午前中保育 

      カード遊び（フラッシュカード、パズルなど） 

      ～トイレタイム～ 

      月の作成、クッキング 

      ～トイレタイム～ 

12：00  昼食、歯磨き 

12：30  読み聞かせ（絵本、紙芝居） 

12：45  自由遊び（ねんど、ブロック、塗り絵など） 

14：00  保育終了（帰りの会） 

      かえりのうた、帰りの挨拶 

あああああああ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年から、ちびっこクラス「にじいろえん」ができました。

「にじいろえん」は合掌苑の中で 1 番小さい子ども達（2 歳～4 歳）

の生活の場で、苑内保育を行います。一人一人が個性豊かに、のびの

びと健康で、且つ、学習能力を養い、高めていけるよう支援していき

たいと思っています。 

春には子どもの日の行事の由来を知り鯉のぼりの製作遊び、夏に

は七夕会、プール遊び（どろんこ遊び、シャボン玉）等を、秋にはど

んぐりや落ち葉、冬には雪や氷など、四季に合わせた季節の自然物

に触れ自然の遊びを元気いっぱい経験します。またクリスマス会や

お正月、伝統行事に触れながら伝承遊びも実施します。遠足では公共の交通機関を利用して出かける等、社会

に目を向ける機会も経験できたらと思っています。その他にも、クッキングや野菜栽培をして食育にも取り組

み、運動遊びやゲーム遊び等ルールのある遊びを通し、思いやりの心を育んでいきます。カード遊びでは、楽

しんで遊びながら語彙力、記憶力、共感力、やり抜く力が身につくよう、保育士は、優しい言葉で接し「やれ

ばできる！」と思える経験を積み、自己肯定感にあふれる子どもを育てていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

  昨年度は 1 名定年退職されました。長い間合掌苑と子どもたちへのご尽力お疲れ様でした。 

今年は新人職員を 4 名迎えました。フレッシュで子ども達に負けないくらい元気いっぱいの 4 名を 

以下に紹介させていただきます。勤続職員ともどもよろしくお願いいたします。 

 

４月から働かせてもらうことになりました風穴紗也香です。 

どんなときも子どもと向き合い、子どもに寄り添いながら一日一日を 

大切にしていきたいと思います。まだまだ未熟ですが精一杯頑張るの 

でよろしくお願い致します。 

 

 

 

4月から保育士として働かせていただいております小寺彩加です。 

子どもたちと沢山関わり、「この人といると楽しい」「この人なら頼れる」 

と思ってもらえるような職員になりたいと思っております。子どもたちが 

安心できる場所を作っていきたいです。また子どもとの関わりを通して、 

自分自身も成長していきたいと思っております。未熟な点も多々ありま 

すが、子どもの為に精一杯頑張りますので、よろしくお願い致します。 

 

 

今年4月から保育士として勤務することになりました長谷川真理矢です。 

子どもとコミュニケーションをしっかり取り、一人ひとりの個性や思いを 

大切にし、毎日優しく明るく子どもに接することができる職員であれたら 

と思います。社会人一年目ということで頼りない部分もあると思いますが、 

日々勉強をモットーに精一杯頑張りたいです。よろしくお願い致します。 

 

 

 

4月から保育士として働かせていただいております山田明日翔です。 

日々の中で、子どもと一緒に笑ったり喜んだり、悔しがったり悲しんだり 

と、どんなに小さな出来事でも大切にして、子どもと信頼し合える関係を 

ゆっくり築いていきたいです。未熟で不安な点が多々ありますが、子ども 

と共に成長していくことができる自分でありたいと思っております。どん 

な時も笑顔を絶やさず、自分らしく頑張ります。よろしくお願い致します。 

 

新 人 

介 ん さ 

員 職 

紹 



＜後援会「友の会」について＞ 

 

（令和 3 年 1 月～令和 3 年 4 月） 

合掌苑の苑児たちに沢山の方々から、温かいご支援を賜りました。略儀ながら紙面にお名前を掲載して御礼の言葉

にかえさせていただきます。ありがとうございました。 

 

★勝手ながら敬称を省略させていただきました。万一誤表記、掲載漏れがございましたら、なにとぞご容赦願います。 

 

  

・親と一緒に暮らせない子どもであるからこそ、豊かな生活・豊かな環境が保障されなければなりません。この為にも合掌苑では

後援会組織「友の会」を結成しております。 

・会費３，０００円、皆様のお力添えをお願い致します。 

・詳細については、｢友の会｣事務局、合掌苑までご連絡下さい。 

☆  友の会としてご入金いただいたお金は、合掌苑 施設会計に寄付金として計上し、子ども達の生活に役立たせていただきます。

今後とも皆様には引き続き倍旧のご厚情を賜りたく、お願い申し上げます。皆様のご健康とご発展をお祈り申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(公社)日本缶詰びん詰レトルト食品協会 NAGARA青果 石田　秀夫 伊藤　千鶴

岩手缶詰㈱ 馬場　朝香 梅田　洋子 エイセブプラス㈱ エスビー食品㈱ 延寿寺

大石寿司 大垣共立銀行 小川　明 小椋　千秋 カゴメ㈱ 可児　浩之

蒲　得雄 河村　一成 木梨サイクル 小瀬　美喜子 小鷹　啓徳 後藤　直久

子ども家庭課 佐々木　奈美子 左谷野　政和 三共食品㈱ 讃陽食品工業㈱ 品川　昌彦

静岡ジェイエイフーズ株式会社 食品事業部　三育フーズ 高橋　安弘 竹内刃物

高山市社会福祉協議会 土屋　早織 天狗缶詰㈱ トヨタL&F中部㈱ 長尾　千之

長尾　浩康 並里　美則 西脇　一平 日東アリマン㈱ 羽田野木工所 羽土　加奈子

羽生　紀恵 福井缶詰株式会社 古川　篤仙 古田　勝弘 ホリカフーズ株式会社

堀場　正孝 前澤サンタ 松井　久美子 松山　紀子 丸善食品工業㈱

ムーンバット株式会社 めぐみの農業協同組合 森食品工業株式会社

山崎　美佐代 渡辺　敏郎 ㈱27　かつ弥 ㈱TESMO ㈱カーブスジャパン ㈱北村商店

㈱サスナデリコム

        

風薫る 5 月がやってまいりました。お健やかにお過ごしでしょうか。今年も 4 月に新年度体制が発表さ

れ新しい生活が始まって慣れてきたところです。昨年に引き続きコロナウイルスが終息するまでまだまだ

気は抜けませんが、気持ちが落ちすぎないよう“今しかできない事”を見つけながら子どもたちと楽しい

1 年にできたらいいなと思っております。 

合掌苑だよりのご意見・ご感想も随時お待ちしておりますので合掌苑ホームページのお問合せフォーム

か、Ｅメールよりご連絡いただければ幸いです。季節の変わり目ですので、ご自愛ください。今後とも合

掌苑をよろしくお願い致します。 

 

 

 


